
令和 5 年 2 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所：京都府亀岡市

実施日程：令和4年4月1日から令和5年3月31日

実施した生産活動・施設外就労の概要：商品管理・データ作成・部材の研磨

利用者数：1～5人

＜目的＞

地域連携活動のねらい：企業の方とのコミュニケーションを通して安心して仕事をする機会をもつ

地域にとってのメリット：業務を一緒に行うことにより障がい者への理解を深めてもらう

対象者にとってのメリット：仕事を通じて地域のコミュニティに参加し、新しい人間関係を築くことができる

また新しいスキルを学び、成果を上げることで自己成長を感じることができる

＜成果＞

実施した結果：良好な人間関係を通して、生活と就労にメリハリができ働く楽しさを感じることができた

得られた成果：企業の方とのコミュニケーションを通して、人間関係に自信をもつことができた

課題点：作業効率が上がるように優先順位をつける方法を取り入れる

連携した結果に対する意見または評価：

社内のスタッフと連携して丁寧に作業を進めていただき助かりました。

今後の連携強化に向けた課題：

適切な環境やサポートを提供したうえで、作業効率を高めていけるよう優先順位をつけること。
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